


 【要約】極小未熱児の発達をチェックするためのプロトコールとして心理検査による評

価を実施した。聖隷浜松病院では、  3 歳代の幼児期は田研・田中ビネー式知能検査を実

施し就学年齢に達する段階では WISC-R を実施している。「ハイリスク児の総合的ケアシス

テムに関する研究」で取り組んだ、極小未熱児就学前発達の研究よる聖隷浜松病院での昭

和 61 ・ 62・ 63 年の対象児が1998 年 3 月の時点で、この 3年間の被験児が満 9歳に達し

たので、実施した知能検査の推移の結果である。この 3年問の人院児数は 164 例で生存退

院数は 136 例である。136 例について満 9 歳までの追跡率は年度により差があるが 3 歳で

は 98.5%、6 歳では 97,0%、9 歳では  77,8%である。3 歳の時点での知能指数の平均は

102.0(SD=15.9)、6歳代では FIQ=91,9(SD=15,9)  9 歳代では FIQ=97,2(SD=13,4)  という

結果であった。


